
Cyg art gallery での展示風景

私たちは東京の大学院生だった 2011年 4月に初めて東北の沿岸
部を訪れ、地域の人たちに助けられていく体験を通して、「この
場所で生きている人たちの声を誰かに届けたい」と考えるよう
になりました。そこで、時間や距離を越えて声を届ける方法と
して、「記録」に向き合い始めます。 2012 年春には岩手県南部
の沿岸に位置する陸前高田市に拠点を移し、その土地で暮らす
ことを選びました。
私たちはただただ、日々変わっていく風景を目の当たりにしなが
ら、陸前高田の人びとに話を聞かせてもらいながら、このまちの
傍に身を置き続けました。私たちの作品は、この土地と、この土
地に生きる人びとの声を拾おうとする一連の行為の集積といえる
かもしれません。それらが土地の記録の一部となり、同時に、声
を届ける媒体になろうとする表現のひとつの形になるようにと考
え、いままで手を動かし続けています。
 
本巡回展は 2014年冬に発表した「波のした、土のうえ」という
作品群の展示を軸とするとともに、訪れる各地で出会う人びとと
の対話を目的としています。大津波に洗われた陸前高田に経過し
た７年あまりの時間と同じように、他の土地に流れた時間もまた、
あの時誰かが予想したどれとも違うものであったでしょう。声を
届けながら、声をあつめていく。巡回の過程を通して、私たちの
作品はより多面的なものへと変化していくのです。
 
2018年 10月　小森はるか + 瀬尾夏美

会
期

2
0
1
8
年
10
月
６
日（
土
）〜
12
月
２
日（
日
）9
時
〜
18
時

会
場

秋
田
公
立
美
術
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ーBIYONG POINT
（
ビ
ヨ
ン
ポ
イ
ン
ト
）

秋
田
市
八
橋
南
1-

1-

3 CNA

秋
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
社
屋
内

｜
入
場
無
料

｜
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
｜
10
月
6
日（
土
）18
時
〜
19
時
30
分

   

小
森
は
る
か
+
瀬
尾
夏
美
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま
す

共
催

小
森
は
る
か
+
瀬
尾
夏
美
、
秋
田
公
立
美
術
大
学
、

NPO

法
人
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
あ
き
た

協
力

CNA

秋
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

チ
ラ
シ
デ
ザ
イ
ン

小
坂
友
透

ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン

浅
田
大
輔

問
い
合
わ
せ

NPO

法
人
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
あ
き
た

Tel

：018-888-8137 　

Fax

：018-888-8147
E-m
ail

：info@
artscenter-akita.jp

小
森
は
る
か
＋ 

瀬
尾
夏
美

 

第
10
回
巡
回
展

波
の
し
た
、
土
の
う
え 

in
秋
田

これまでの巡回展
第 1 回 陸前高田 2015.4.25 - 5.5（陸前高田市・喫茶風）
第 2 回 盛岡 2015.8.28 - 9.13（盛岡市・Cyg art gallery）
第 3 回 神戸 2016.1.9 - 31（神戸市・KIITO）
第 4 回 仙台 2016.1.26 - 2.7（仙台市・ギャラリーターンアラウンド）
第 5 回 福島 2016.2.20 - 3.6（福島市・ギャラリーオフグリッド）
第 6 回 東京 2016.7.8 - 31（御茶ノ水・ギャラリー蔵）
第 7 回 尼崎 2017.1.11 - 18（尼崎市・水堂須佐男神社）
第 8 回 新潟 2017.4.29 - 5.21（新潟市・砂丘館）
第 9 回 広島 2017.12.12 - 2018.2.4（広島市・広島現代美術館）

Traveling Exhibition
under the wave, on the ground

in Akita

October 6 ― December 2, 2018

Komori Haruka + Seo Natsumi

第10回巡回展

in秋田
2018年10月6日（土）-12月2日(日）

小森はるか＋瀬尾夏美

波のした、土のうえ
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小森はるか+瀬尾夏美
ー
映像作家の小森と画家で作家の瀬尾による
アートユニット。2011年3月、ふたりで東北
沿岸にボランティアに行ったことをきっかけ
にして活動開始。2012年より3年間、岩手県
陸前高田市に暮らしながら制作に取り組む。
2015年、東北で活動する仲間とともに、記録
を受け渡すための表現をつくる組織、一般社
団法人NOOKを設立し、仙台に拠点を移す。
現在も、風景と人びとのことばの記録を軸に
制作・発表を続けながら、ワークショップや
対話の場の企画と運営も行っている。
http://komori-seo.main.jp/

ー私たちはただただ、日々変わっていく風景を目の当たりにし
ながら、陸前高田の人びとに話を聞かせてもらいながら、この
まちの傍に身を置き続けました。私たちの作品は、この土地と、
この土地に生きる人びとの声を拾おうとする一連の行為の集積
といえるかもしれません。それらが土地の記録の一部となり、
同時に、声を届ける媒体になろうとする表現のひとつの形にな
るようにと考え、いままで手を動かし続けています。ー

『波のした、土のうえ／置き忘れた声を聞きに行く』2014年（映像24分）
『波のした、土のうえ／花を手渡し明日も集う』2014年（映像28分）
『波のした、土のうえ／まぶしさに目の慣れたころ』2014年（映像17分）

瀬尾夏美『小学校のうら、ぼくの家』2017 年（アクリル、布）


